
      

 

一
月
八
日
、
三
学
期
の
始
業
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
修
学
旅
行
や
卒
業
考
査
、
卒
業
式
と
、
今
年
度

を
締
め
く
く
る
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

               

              

 

     

学
校
行
事
あ
れ
こ
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生
徒
の
こ
と
ば 

「
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
」 

 
 
 

電
子
機
械
科
三
年 

原
口
旺
治
郎 

                                            

1 月号 

隼
工
新
聞 

学校活動 
紹介通信 

２ ０ ２ ０  

三
学
期
始
業
式 

も
う
す
ぐ
、
修
学
旅
行 

新年明けましておめでとうございます。隼人工業高校が尚一層飛躍する一年になるよう，「ＯＮＥ ＴＥＡ

Ｍ」で臨みましょう。３年生は卒業間近。卒業考査に向けて頑張りましょう。 制作：教務部広報渉外係 

隼工新聞 

学校の旬を伝える 

一
月
十
五
日
、
二
年
生
を
対
象
に
修
学
旅
行
の
事
前

統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
一
月
二

十
八
日
か
ら
三
十
一
日
に
関
東
地
区
を
中
心
に
実
施

さ
れ
，
都
内
で
コ
ー
ス
別
研
修
、
新
潟
で
の
ス
キ
ー

教
室
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
訪
問
、
科
別
研

修
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

す
て
き
な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 

新
生
徒
会
認
証
式 

十
二
月
二
日
、
一
・
二
年

生
中
心
と
し
た
新
生
徒
会

役
員
の
承
認
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
一
年
間
、
本
校
の

様
々
な
場
面
で
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

新
役
員(

四
役
の
み
掲
載) 

生
徒
会
長 

猿
渡
孝
太
郎
（
二
Ｊ
） 

生
徒
会
副
会
長 

小
野 

聖
（
二
Ｒ
一
） 

書
記 

 

石
田 

旭
（
二
Ｉ
） 

会
計 上

福
元 

翔
（
二
Ｒ
二
） 

 

新生徒会長  猿渡幸太郎 

前生徒会長  濱田源太 

二
学
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 

十
二
月
二
十
三
日
、 

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
開
催
さ
れ
、
各
競
技
で
熱
戦
を 

繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

表
彰
伝
達
式 

十
二
月
二
十
四
日
、
二
学
期
終
業
式
で
表
彰
伝
達 

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

霧
島
市
民
表
彰 

 

上
村
大
心
（
三
Ｒ
一
） 

少
林
寺
流
空
手
道
競
技
全
国
ベ
ス
ト
８ 

楠
木
あ
み
（
三
Ｉ
） 

弓
道
競
技
全
国
大
会
優
勝 

第
二
十
六
回
鹿
児
島
県
高
校
写
真
展 

 

   

      

鹿
児
島
県
民
俗
芸
能
活
動 

奨
励
賞 

東
久
保
弥
正
（
二
Ｉ
） 

 第
七
十
回
鹿
児
島
県
高
校
美
術
展 

デ
ザ
イ
ン
部
門 

優
秀
賞 

平
田
藤
乃
（
二
Ｉ
） 

 
 
 
 
 
 

工
芸
部
門 

秀
作
賞 

梶
原
佳
那
（
三
Ｉ
） 

奨
励
賞 

楠
木
あ
み
・
阪
本
和
志
・
宮
園
晃
成
（
三
Ｉ
） 

写真専門部賞 坂元玲岳（１Ｒ１） 

十
二
月
十
七
日
、
今 

年
度
二
回
目
と
な
る
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
地
震
発
生
を
知
ら
せ
る
緊
急
地
震
速
報
を

受
け
て
避
難
す
る
地
震
発
生
時
の
訓
練
と
、
本
校
地
歴

公
民
科
の
伊
地
知
教
諭
に
よ
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
東
日
本
大
震
災
発
生
後
に
参
加
し
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。 

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
っ
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。 

第
二
回 

避
難
訓
練 

テーマ「はいっ、元気です！」 

テーマ 「夕暮れ時」 

昨年度の修学旅行より 

高文連賞 榎田雄斗（２Ｒ１） 

私
は
、
入
学
当
初
、
隼
人
工
業
高
校
に
誇
り
を
持

て
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
楽
し
く
な
か
っ
た
か
ら

だ
。
そ
ん
な
中
、
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
「
評
定
五
」
を
と
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、

一
年
生
か
ら
意
識
を
し
て
き
た
こ
と
で
、
一
つ
の
教

科
に
偏
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
教
科
八
十
点
以
上

を
修
め
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
三
年

間
取
り
組
む
中
で
、
全
て
と
は
い
か
な
か
っ
た
が
、

目
標
に
近
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。 

部
活
動
で
は
野
球
部
に
所
属
し
、
副
主
将
を
務
め

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
た

が
、
一
番
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、
そ
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
先
輩
方
が
い
た
時
に
は
気
づ

か
な
か
っ
た
一
つ
一
つ
の
指
示
や
判
断
の
責
任
、
や

っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
苦

し
い
事
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
自
分
を
見
つ
め
直
す

転
機
で
あ
り
、
自
己
肯
定
感
が
生
ま
れ
た
、
人
生
の

分
岐
点
に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
の
経
験
が
体
育
大
会

に
生
か
さ
れ
た
と
思
う
。
一
、
二
年
生
の
時
は
、
応

援
団
す
ら
し
た
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ

た
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
迷
い
な
く
突
き
進
む
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
に
は
周
り
の
人
の
支
え
や
、
信
じ

て
つ
い
て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
心
の
底
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
が
進
路
実
現
に
向
け
て
の
自
分

の
力
に
な
っ
た
。
面
接
試
験
で
も
落
ち
つ
い
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、
質
問
に
対
し
て
は
、
答
え
を
考

え
な
く
て
も
浮
か
ん
で
き
た
。
筆
記
試
験
に
つ
い
て

も
、
一
年
生
の
時
か
ら
意
識
し
て
勉
強
し
て
き
た
お

陰
も
あ
り
、
い
つ
も
通
り
、
自
信
を
持
っ
て
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

今
考
え
る
と
、
高
校
三
年
間
の
全
て
が
、
進
路
実

現
に
向
け
た
準
備
だ
っ
た
。
最
初
は
、
隼
人
工
業
高

校
に
誇
り
も
楽
し
さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他

人
の
せ
い
に
し
て
、
楽
し
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
だ

け
で
、
何
も
行
動
し
て
な
か
っ
た
。
で
も
、
今
は
違

う
。
挑
戦
し
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
で

楽
し
さ
を
知
り
、
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
私
は
社
会
に
出
る
。
苦
し
い
事
が
多
く

な
る
時
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
充
実
し
た
楽
し

さ
を
求
め
、
上
を
目
指
し
、
自
分
の
生
き
方
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 


